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 適用分野
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：無線ネットワーク

■  技術概要

無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク無線ネットワーク

無線ＬＡＮ、移動端末を用いる無線ネットワーク

本発明の目的は、無線ネットワークにおける通信効率の向上にある。

無線装置Ｍ３は、アクセスポイントＡＰ１へ直接アクセスする経路と無線装置Ｍ１ま
たはＭ２を介してＡＰ１へアクセスする経路の中からＡＰ１までの通信所要時間が最
小となる経路をＡＰ１への最適経路として選択し、また無線装置Ｍ３は、この経路選
択をＡＰ２～ＡＰ４についても同様に実行すると共に、未使用チャンネルを自己とＡＰ
との間の無線通信のみに用いた場合の潜在スループットが最大となるＡＰを最適Ａ
Ｐとして選択し、それら選択した経路の内から最適経路を用いて最適ＡＰとの間でパ
ケット通信を行う。

本発明によれば、無線装置は各アクセスポイント（ＡＰ）との最適経路を選択すると
共に、潜在スループットが最大となる最適ＡＰを選択しているので、パケットは最短
時間でＡＰに到達し、その結果、無線ネットワークの通信効率が向上する。


